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Abstract 
There have been many standpoints from which to observe the phenomena of folklore. 
Hermann Strobach from the standpoint of Marxism analyzes the relationship between so. 
cial development and folklore. He finds that the creative activity of the people is the most 
important moment for the formation of the variations in the field of、raltradition" 
*) This paper isa translation from the book : Deutsche Volksdichtung (ed. : Hermann 

























*) Herderの引用は「ヘルダー全集J (Suphan版)， Bd. 5. S. 182およびS.200.
また HermannStrobach. Herders Volksliedbegriff. Geschichtliche und gegenwar. 
tige Bedeutung; .in: lahrbuch fur Volkskunde und Kulurgeschichte. N. F. 6. 1978， S 
9 -55. 
* *)向全集， Bd. 28. S. 556. 






















































*)同全集， Bd. 25， S.7 . 
* *)同個所
*申*)向全集， Bd. 5， S.189. 




















































*)河全集， Bd. 24， S.226. 



























*)同全集， Bd. 5， S.332. 原文 innererGeist. 



























* * )同全集， Bd. 25， S.65. 
* * * *)同全集， Bd. 9， S.533. 



























* *)Goethe， Dichtung und Wahrheit. 10， Buch; Goethe， Werke， Weimarer Ausgabe 1 ， 


















































































も iふるい」うたをこのんだ。その大部分は， 15世紀と 16世紀のドイツのう
*) Achim von Arnim， Nachschrift an den Leser; in: Des Knaben Wunderhorn， 1， 
Teil， Heidelberg 1806， S， 474， 
* *)同， Von Volksliedern，同書S.438.
* * ) Clemens Brentano， Zirkular von 1806; R. Steigおよび W.Grimm: Achim von 
Arnim und die ihm nahestanden. Bd. 1: Achim von Arnim und Clemens Brentano， 
Berlin 1894， S. 177. 
* * * *)Karl Marx und Friedrich Engels， Manifest der Kommun川町henPartei; in: 



























*) Ludwig Uhland. Alte hoch-und niederdeutsche Volkslieder. hrsg. von Hermann 
Fischer. Bd. l. Stuttgart und Berlin o. J. S. 13. 
* *)問書， Bd. 2. S. 262. 














































































































* *)John Heier， Balladen， Teil 1 ， deipzig 1935， S. 33 -34;同， Zur Uberlieferung 

























































*) H. .Strobach. R. Weinhold， B. Weisel. Volkskundliche Forschungen in der DDR守In
lahrbuch bur Volkskunde und Kulturgeschichte 17， N. F. 2 (1974)， S. 11 ft. 1855. 
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坂西八郎
的なさまざまな要求にこたえたのであった。*友好的な社会主義国の専門研究
所，とくにソビエト連邦の研究所と連携をたもち，そしてその研究経験をまな
ぴ，かっとくにかつてのドイツ民主共和国アカデミー・ドイツ民俗学研究所
に，現在の歴史学中央研究所文化史・民俗学部門が設立された。ここから民謡
研究のテーマに関連する一連の出版物が刊行されている。重点をなしているの
は，労働者歌曲の収集と研究であり，そのため1955年にベルリンのドイツ民主
共和国アカデミー労働者歌曲文庫に中央研究所が設置された。その資料は
5，000曲の労働者歌曲， 850冊の労働者歌集，何千点という資料となり，全部で
50，000曲の言己S示となっている。
2).シュタイニッツとマルクス主義民謡観
シュタイニッツは，このマルクス主義的な立場からする研究との関連におい
て，民謡観をもまた発展させた。かれはすべての文化的諸現象の根本的な階級
的性格から出発して，民謡を勤労する階級と社会層によってになわれたうたで
あり，おもに口頭伝承的・集団的伝承を基礎として，つねに変化するうたい替
えによって，創造的に形づくられたもの，と規定したO この明確な階級的な民
謡概念の規定のなかに，ブルジョア的民謡観を決定的にこえる進歩がある。こ
の民謡観は， ドイツ民主共和国における民謡研究のマルクス主義的な出発にと
って，方向を決定するものであった。口頭伝承的・記憶的うたい替えを民謡の
標識とみなすとともに，この民謡観は初期の歴史的時期における勤労する階級
と社会層の歌謡伝承のもつ本質的な，創造的な面をとらえている。創造性と伝
承の可能性のあたらしいさまざまな形式とむすびついている進歩的な社会主義
革命の過程における勤労人民の文化的活動の一層の発展は，民謡概念の更新
と，あるいは生じうるこの概念の拡大の問題を提起する。この更新は，あたら
しいさまざまな発端・変化・傾向をうけいれるのである。
(昭和60年 5月21日 受理)
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